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鹿児島大学憲章

教育
　鹿児島大学は、学生の潜在能力の発見と適性の開花に努め、幅広い教養教育と高度な専門教育を行
うとともに、地域の特性を活かした進取の気風を養う。
　鹿児島大学は、真理を愛し、高い倫理性と社会性を備え、向上心を持って自ら困難に立ち向かい、国
際社会で活躍しうる人材を育成する。

私たちは、我が国の変革と近代化を推進した先人達の「進取の精神」を継承し、困難な課題にも果敢に挑戦
し、強い意志と柔軟な心を持って自己実現を図ります。

私たちは、幅広い教養を身につけ、高度で専門的な知識・技能を修得し、地球的視野を持って活躍する人間に
なることを目指します。

私たちは、サークル活動などの課外活動に積極的に参加し、仲間との友情を育み、思いやり深く魅力溢れる
人間になります。

私たちは、地域社会との関わりの中で、一人の人間として責任ある行動を心がけ、社会に貢献できるよう全力
を尽くします。

研究
　鹿児島大学は、個々の研究を重視するとともに、種々の学問分野における優れた研究者の連携によ
り、21世紀を先導する研究者を育成する。
　鹿児島大学は、地域の要請に応える研究を展開するとともに、普遍性を求める研究活動を推進し、世
界水準の研究拠点をめざす。

社会
貢献

　鹿児島大学は、南九州を中心とする地域の産業の振興、医療と福祉の充実、環境の保全、教育・文化
の向上など、地域社会の発展と活性化に貢献する。
　鹿児島大学は、アジアや太平洋諸国との連携を深め、研究者や学生の双方向交流および国際共同研
究・教育を推進し、人類の福祉、世界平和の維持、地球環境の保全に貢献する。

大学
運営

　鹿児島大学は、学長のリーダーシップのもと、全構成員が運営に責任をもって参画することにより、
教育研究環境の充実を図る。
　鹿児島大学は、大学の自治を礎とし、常に自己点検・評価を行うとともに、外部からの意見を積極的
に反映させ、透明性の高い公正な大学運営を行うことにより、社会への責任を果たす。

　鹿児島大学は、日本列島の南に位置し、アジアの諸地域に開かれ、海と火山と島々からなる豊かな自然環境に
恵まれた地にある。この地は、我が国の変革と近代化を推進する過程で、多くの困難に果敢に挑戦する人材を育
成してきた。このような地理的特性と教育的伝統を踏まえ、鹿児島大学は、学問の自由と多様性を堅持しつつ、
自主自律と進取の精神を尊重し、地域とともに社会の発展に貢献する総合大学をめざす。

鹿児島大学学生憲章
　私たちは、鹿児島大学の学生であることを誇りとし、学ぶことのできる環境に感謝し、桜島のように気高く、時
には激しさを持ち、自らを磨き、未来を拓いていきます。

平成19年11月15日制定(第58回鹿児島大学開学記念日）

平成22年11月15日制定（第61回鹿児島大学開学記念日）
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鹿児島大学教育目標
前 文

　鹿児島大学は、進取の気風にあふれる総合大学として、学生の潜在能力の発見と適性の開花に努め、自主自
律と進取の精神を有する人材の育成を目指す。そのために次の教育目標を掲げる。

幅広い教養と高度な専門的知識・技能を身につけ、諸課題を発見・探究・解決する能力を育む。

豊かな人間性と倫理観を身につけ、向上心をもって自ら困難に立ちむかう態度を養う。

地域における活動に積極的に関わり、社会の発展に貢献できる行動力を養う。

グローバルな視野をもち、国際社会の発展に貢献できる実践的な能力を育む。

1.

2.

3.

4. 平成23年12月15日制定
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事　　　項 担　　　当

専門教育に関する相談（オリエンテーション、学生カード等の提出、
学生証の発行、履修申請、欠席届、試験・成績発表、成績等開示請
求及び異議申立て、既修得単位の申請・認定、入講許可証の申込
み、休学届、退学届、復学願、転学願）

所属学部・研究科の教務又は学生担当係

授業料・寄宿料納入についての問い合わせ 事務局経理課収入係、医歯学総合研究科経理係

入学料免除・徴収猶予、授業料免除 学生生活課経済支援係

地域人材育成プラットフォーム 高等教育研究開発センター

奨学金 学生生活課経済支援係
海外留学に関する情報提供、留学生の在学中の諸相談 国際事業課留学生係

就職やインターンシップに関する情報提供・相談 キャリア形成支援センター

修学支援に関する相談 障害学生支援センター（修学支援室）

修
　学
　面

学業上の悩みに対する相談 学生何でも相談室、所属学部・研究科の教務又は
学生担当係、ピア・サポートルーム

生

活

面

学生寮への入寮・退寮の申込み 学生生活課学生企画係
国際交流会館への入居・退去の申込み 国際事業課留学生係
課外活動施設の利用願、団体結成願、課外活動に関する相談 学生生活課学生企画係
スポーツ安全保険申込み 学生生活課学生企画係
学生生活上の悩みに対する相談 学生何でも相談室、所属学部・研究科の学生担当係

学生定期健康診断、診察、応急処置、こころの健康相談 保健管理センター
ボランティア活動 ボランティア支援センター

安否情報システム（ANPIC） 所属学部・研究科の学生担当係

窓口案内

※その他わからないことや困ったことがあれば、学生何でも相談室へ相談してください。

共通教育に関する相談（履修申請、欠席届、試験・成績発表、成績
等開示請求及び異議申立て、既修得単位の申請・認定、通学証明
書）

共通教育課共通教育係

新入生の４月行事予定表新入生の４月行事予定表
2021年度

１日（木）

２日（金）

３日（土）～５日（月）
３日（土）～16日（金）
７日（水）

８日（木）
15日（木）～16日（金）

既修得単位認定申請（17:00まで）※7月にも申請可。詳しくは共通教育係へ

技能審査合格者等単位認定申請（～20日（火））

教育学部オリエンテーション（午後）

学部主催のオリエンテーション

各種証明書申し込み開始

履修申請（1回目）

学生定期健康診断（Web問診及び胸部X線検査）

入学式（午前）

履修申請（2回目）（午後）・教室発表

前期授業開始

履修申請（3回目）

【日】 【 行 事 予 定 】

★★日本学生支援機構の奨学金について★★
　採用候補者（高校時に予約済みの方） ：「採用候補者説明会」への参加や書類提出が必要です
　新規申込者（入学後新規申込希望の方）：「新規申込説明会」への参加が必要です
　（注意1）説明会の開催について、コロナウイルス感染症の影響を鑑み開催しない場合もあります。

最新の情報は、鹿大HPの情報を各自確認すること（2021年4月1日掲載予定）
　　　　　【URL】https://www.kagoshima-u.ac.jp/exam/shougaku.html
　（注意2）給付奨学金の採用候補者は授業料免除に関する手続きが別途必要です。
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　新入生の皆さん、鹿児島大学にようこそ。 皆さんが入学すると、まず共通教育の授業を主として受講する
ことになります。共通教育を担う共通教育センターでは、下記のような学習・教育目標を達成するために、「初
年次教育科目」、「グローバル教育科目」、「教養教育科目」によって編成された共通教育を実施しています。鹿
児島大学での学習は皆、ここから始まります。
　それでは共通教育の概要を説明します。

１．鹿児島大学の教育課程と共通教育の概要
　鹿児島大学は、大学憲章において、「学問の自由と多様性を堅持しつつ、自主自律と進取の精神を尊重し、
地域とともに社会の発展に貢献する総合大学をめざす。」と明示しています。特に、教育に関しては、「学生の
潜在能力の発見と適性の開花に努め、幅広い教養教育と高度な専門教育を行うとともに、地域の特性を活か
した進取の気風を養う。真理を愛し、高い倫理性と社会性を備え、向上心を持って自ら困難に立ち向かい、国
際社会で活躍しうる人材を育成する。」ことに取り組んでいます。そのために、鹿児島大学では４（６）年一貫教
育体制のもとで、共通教育と専門教育との相互の有機的な連携を図りつつ、地域社会との協力や国際化にも
対応する視点をもって、総合大学としての幅広い教育を進めます。

　鹿児島大学の教育課程は、共通教育における共通教育科目と学部教育における専門教育科目とで構成さ
れています。共通教育科目は共通教育センターで企画・運営されており、全学部の教員による支援体制のも
とで、初年次教育科目、グローバル教育科目、教養教育科目で構成しています。初年次教育科目は、大学での
学び方の特徴や大学と地域との関わりを理解し、自主自律的に学び続けるための基盤となる思考法や学修
技術、自己管理能力を身につけるための科目です。グローバル教育科目は、グローバル化が進む社会で貢献
するための基盤となる語学力や異文化を理解する能力を育てるための科目です。そして、教養教育科目は、
地域や国際社会における課題を発見し、追究、解決することを通して社会に貢献できる能力を養成するため
の科目です。

　なお、共通教育科目には「地域人材育成プラットフォーム」の構成科目である「高度共通教育科目」があり、
2年生以上を対象に開講されます。詳細は「4. 特殊な位置づけの高度共通教育科目」を参照してください。 

　専門教育科目は、各学部の専門的な知識や技能を修得するとともに、豊かな人間性、論理的な思考力や課
題解決能力などを養成するための科目です。

共通教育について
2. 共通教育の編成・実施方法
　共通教育では「初年次教育科目」、「グローバル教育科目」及び「教養教育科目」を開設し、教
育目標の達成を目指します。それぞれの科目や分野は以下のとおりです。

○「初年次教育科目」

（Ａ）大学での学修に必要となる自主自律的な学び方の修得を主な目的として、「初年次セ
ミナーⅠ」と「初年次セミナーⅡ」を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、論理的思
考、科学的思考、他者との協働の達成を目指します。

（Ｂ）地域における知の拠点としての鹿児島大学において学修する意義を明確にし、地域貢
献に関する意識の向上を主な目的として、「大学と地域」を設けます。教育目標のうち、特
に、情報収集・精査・統合、論理的思考の達成を目指します。

（Ｃ）心身の育成や健康の管理法の修得を主な目的として、「体育・健康」（理論）」と「体育・
健康（実習）」を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、実践の達成を目指します。

（Ｄ）情報に関する基本的・実践的な学修技術の修得を主な目的として、「情報活用」を設け
ます。教育目標のうち、特に、科学的思考、実践の達成を目指します。

○「グローバル教育科目」

（Ｅ）文化の異なる他者とのコミュニケーション能力を高めるとともに、異文化の理解を主な
目的として、「英語」と「異文化理解」を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、論理的
思考の達成を目指します。

○「教養教育科目」

（Ｆ）幅広い視野や思考力の育成などを主な目的として、「教養基礎科目」に２つの分野（「人
文・社会科学」と「自然科学」）を設けます。教育目標のうち、特に、論理的思考、科学的思
考、倫理の達成を目指します。

（Ｇ）地域社会や環境問題など現代社会が抱える諸問題について、課題を発見する能力や解
決する能力の育成を主な目的として、「教養活用科目」に２つの分野（「統合Ⅰ」と「統合Ⅱ」）
を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、論理的思考、科学的思考、他者との協働の
達成を目指します。

3. 共通教育の分類
　本学の共通教育は、「必修科目」および「選択必修科目」を大分類とし、「初年次教育科目」、
「グローバル教育科目」、「日本語・日本事情科目」、「教養教育科目（教養基礎科目）」および「教
養教育科目（教養活用科目）」の 6つの中分類と１8の小分類に分類されています。

4. 特殊な位置づけの高度共通教育科目 
　高度共通教育科目は、共通教育センターで開講されます。しかし、「2. 共通教育の編成・実
施方法」で説明した枠組みには含まれません。つまり、高度共通教育科目は、初年次教育科目、
グローバル教育科目、教養教育科目のいずれにも該当しません。 

　学部を問わず誰でも挑戦できる全学的教育プログラムとして、地域人材育成プラットフォ
ームが用意されています。高度共通教育科目は、この地域人材育成プラットフォームを構成す
る「プログラム・コア科目」、「プログラム・スキル科目」の一部、「実地体験事前演習」、「実地
体験」、「プログラム修了演習」が該当します。教育内容は専門教育科目相当で、卒業要件上は
専門教育の単位となります。ただし、学部毎に取り扱いが異なっています。高度共通教育科目
の単位の取り扱いについて不明なことがあれば、所属学部に相談してください。 

　なお、地域人材育成プラットフォームの詳細については、パンフレットやwebページを参
照してください。

5．履修手続など詳しいことは『令和 3 年度入学生共通教育履修案内』
に書いてありますので、必ず読んでください。
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　新入生の皆さん、鹿児島大学にようこそ。 皆さんが入学すると、まず共通教育の授業を主として受講する
ことになります。共通教育を担う共通教育センターでは、下記のような学習・教育目標を達成するために、「初
年次教育科目」、「グローバル教育科目」、「教養教育科目」によって編成された共通教育を実施しています。鹿
児島大学での学習は皆、ここから始まります。
　それでは共通教育の概要を説明します。

１．鹿児島大学の教育課程と共通教育の概要
　鹿児島大学は、大学憲章において、「学問の自由と多様性を堅持しつつ、自主自律と進取の精神を尊重し、
地域とともに社会の発展に貢献する総合大学をめざす。」と明示しています。特に、教育に関しては、「学生の
潜在能力の発見と適性の開花に努め、幅広い教養教育と高度な専門教育を行うとともに、地域の特性を活か
した進取の気風を養う。真理を愛し、高い倫理性と社会性を備え、向上心を持って自ら困難に立ち向かい、国
際社会で活躍しうる人材を育成する。」ことに取り組んでいます。そのために、鹿児島大学では４（６）年一貫教
育体制のもとで、共通教育と専門教育との相互の有機的な連携を図りつつ、地域社会との協力や国際化にも
対応する視点をもって、総合大学としての幅広い教育を進めます。

　鹿児島大学の教育課程は、共通教育における共通教育科目と学部教育における専門教育科目とで構成さ
れています。共通教育科目は共通教育センターで企画・運営されており、全学部の教員による支援体制のも
とで、初年次教育科目、グローバル教育科目、教養教育科目で構成しています。初年次教育科目は、大学での
学び方の特徴や大学と地域との関わりを理解し、自主自律的に学び続けるための基盤となる思考法や学修
技術、自己管理能力を身につけるための科目です。グローバル教育科目は、グローバル化が進む社会で貢献
するための基盤となる語学力や異文化を理解する能力を育てるための科目です。そして、教養教育科目は、
地域や国際社会における課題を発見し、追究、解決することを通して社会に貢献できる能力を養成するため
の科目です。

　なお、共通教育科目には「地域人材育成プラットフォーム」の構成科目である「高度共通教育科目」があり、
2年生以上を対象に開講されます。詳細は「4. 特殊な位置づけの高度共通教育科目」を参照してください。 

　専門教育科目は、各学部の専門的な知識や技能を修得するとともに、豊かな人間性、論理的な思考力や課
題解決能力などを養成するための科目です。

共通教育について
2. 共通教育の編成・実施方法
　共通教育では「初年次教育科目」、「グローバル教育科目」及び「教養教育科目」を開設し、教
育目標の達成を目指します。それぞれの科目や分野は以下のとおりです。

○「初年次教育科目」

（Ａ）大学での学修に必要となる自主自律的な学び方の修得を主な目的として、「初年次セ
ミナーⅠ」と「初年次セミナーⅡ」を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、論理的思
考、科学的思考、他者との協働の達成を目指します。

（Ｂ）地域における知の拠点としての鹿児島大学において学修する意義を明確にし、地域貢
献に関する意識の向上を主な目的として、「大学と地域」を設けます。教育目標のうち、特
に、情報収集・精査・統合、論理的思考の達成を目指します。

（Ｃ）心身の育成や健康の管理法の修得を主な目的として、「体育・健康」（理論）」と「体育・
健康（実習）」を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、実践の達成を目指します。

（Ｄ）情報に関する基本的・実践的な学修技術の修得を主な目的として、「情報活用」を設け
ます。教育目標のうち、特に、科学的思考、実践の達成を目指します。

○「グローバル教育科目」

（Ｅ）文化の異なる他者とのコミュニケーション能力を高めるとともに、異文化の理解を主な
目的として、「英語」と「異文化理解」を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、論理的
思考の達成を目指します。

○「教養教育科目」

（Ｆ）幅広い視野や思考力の育成などを主な目的として、「教養基礎科目」に２つの分野（「人
文・社会科学」と「自然科学」）を設けます。教育目標のうち、特に、論理的思考、科学的思
考、倫理の達成を目指します。

（Ｇ）地域社会や環境問題など現代社会が抱える諸問題について、課題を発見する能力や解
決する能力の育成を主な目的として、「教養活用科目」に２つの分野（「統合Ⅰ」と「統合Ⅱ」）
を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、論理的思考、科学的思考、他者との協働の
達成を目指します。

3. 共通教育の分類
　本学の共通教育は、「必修科目」および「選択必修科目」を大分類とし、「初年次教育科目」、
「グローバル教育科目」、「日本語・日本事情科目」、「教養教育科目（教養基礎科目）」および「教
養教育科目（教養活用科目）」の 6つの中分類と１8の小分類に分類されています。

4. 特殊な位置づけの高度共通教育科目 
　高度共通教育科目は、共通教育センターで開講されます。しかし、「2. 共通教育の編成・実
施方法」で説明した枠組みには含まれません。つまり、高度共通教育科目は、初年次教育科目、
グローバル教育科目、教養教育科目のいずれにも該当しません。 

　学部を問わず誰でも挑戦できる全学的教育プログラムとして、地域人材育成プラットフォ
ームが用意されています。高度共通教育科目は、この地域人材育成プラットフォームを構成す
る「プログラム・コア科目」、「プログラム・スキル科目」の一部、「実地体験事前演習」、「実地
体験」、「プログラム修了演習」が該当します。教育内容は専門教育科目相当で、卒業要件上は
専門教育の単位となります。ただし、学部毎に取り扱いが異なっています。高度共通教育科目
の単位の取り扱いについて不明なことがあれば、所属学部に相談してください。 

　なお、地域人材育成プラットフォームの詳細については、パンフレットやwebページを参
照してください。

5．履修手続など詳しいことは『令和 3 年度入学生共通教育履修案内』
に書いてありますので、必ず読んでください。

P.3
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　大学での学びを実りあるものにするためには、自
ら積極的に学ぶ姿勢だけでなく、他者と共に学ぶ姿
勢とが重要になります。そのような姿勢を身につけ
るための基本となる科目が、「初年次セミナーⅠ」と
「初年次セミナーⅡ」です。いずれの科目も、文系と理
系の学生から成る少人数クラスで授業を行い、グル
ープ学習などを取り入れたアクティブ・ラーニング
により、クラスメートと共に学びながら、口頭発表能
力（特にプレゼンテーション能力）や文章表現能力
（特にレポート作成能力）を向上させるものです。
　鹿児島大学は、地域とともに社会の発展に貢献する総合大学を目指していますので、「大学と地
域」という科目では、地域の課題を知ると共に地域において大学が果たすべき役割について理解
を深めます。また、様々な地域志向科目を通して、地域社会の課題について検討する能力や解決す
る能力を育成していきます。なお、地域志向科目には、地域で研修を行う科目も開講され、その中
には、世界遺産に登録されている屋久島での集中講義「屋久島の環境文化Ⅰ～Ⅳ」（写真 1）や県内
の他大学等の学生と共に学ぶ科目もあります。
　グローバル化が進む社会では、地域の情報を世界に正確に発信することも必要となります。そこ
で、文化の異なる他者とのコミュニケーション能力を高める科目である「英語」では、「読む」「聞く」
「話す」「書く」という４つの技能を統合して学修し、「異文化理解入門」では、異なる文化について理

解を深めると共に多様な価値観などを学修します。そ
して、それらの科目で学修したことを実際に体験して
活用する科目として、海外で短期研修を行う科目が開
講されます（写真 2）。このような、海外で研修を行う
科目は、自ら体験し、他者と協働して調査・検討する
という実践的な学習を通して、課題の発見や解決に取
り組む実践的な能力とともに、グローバル化する社会
で活躍できる能力を育成するものです。

先輩からのメッセージ

学びを知り、地域を知り、世界へ発信する教育

関連ページ

共 通 教 育 の 特 色

理学部　4年

岡本　凌太

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。私は２年の春休みの時期にハワイ海外研修に参
加しました。私が皆さんに伝えたいことは、実際に自分の足で異国の地へ行くことの大切さです。」
「一度も海外に行ったことがないから日本語以外話せない」などの不安や疑問を持っている方も多
くいると思います。現に私もそうでした。でも実際に現地に行ってみると、たどたどしくも一生懸命
伝えれば思ったよりも会話は続きます。自然と現地の人との会話も増えてきます。そういった会話
やフィールドワークを通して、新しい考え方や文化に触れる経験は日本での調べもの学習では感じ
られない喜びや自信につながると思います。P-SEGでは自分と同じような仲間がたくさんいます。
みんなと一緒なら、英語がうまく言えない・海外のことがわからない等のことも全部楽しく感じま
す。社会人になってからではなかなかできない体験です。大学４年間という時間はあっという間に終
わってしまいます。多くのことにトライし、有意義なキャンパスライフにしてくださいね。

写真1：屋久島の環境文化Ⅱ

写真２：海外研修基礎コースinハワイ

P.13

外国語教育
　「グローバル教育科目」の中で英語と異文化理解を学び、「教養教育科目（教養基礎科目）」の中でドイツ語、フ
ランス語、中国語、韓国語の初修外国語を学びます。

(1)　地球規模の視野と「英語」: 国際共通語の活用
　大学で英語を学ぶにあたり二つの留意点があります。1）これまでの森羅万象に関わる学習を鵜呑みにせ
ず、国際共通語としての英語で点検、整理すること。2）学部や学科に関わる自らの学習成果を国際共通語とし
ての英語で表現すること。自らの母語でしっかりと考えることと同時に、国際共通語としての英語を活用するこ
とが求められています。その学習成果の一端をEFSETという英語外部試験で測ります（読解と聴解）。この試
験は 1 年次に前後期に一度ずつ予定されています。また作文と発話の力も落とさず高めていく努力を忘れて
はなりません。年に一回程度、英検やTOEIC公開テスト（学内割引有り）に挑戦するのもよいでしょう（詳細は、
本学ホームページ参照）。
(2)　「異文化理解入門」と「初修外国語」：未知の言語や文化を知る絶好の機会
　大学生活という新しい節目に立った今こそ、地球規模の視野をもちながら、近隣アジア諸国や西欧の地域に
も目を向け、「グローカル」なプラスαの実力を得る機会です。「異文化理解入門」でドイツ語、フランス語、中国
語、韓国・朝鮮語の特徴や日常表現、それらの言語圏とイスラムの各文化圏について学び、それを手がかりに、
教養基礎科目で開講される当該外国語や異文化関連の科目を学んでいきます。
(３)　LOL（Language Out Loud）外国語ラウンジ：自主的に外国語学習や異文化交流が

できる空間
　外国語学習は、単に教室で机に向かって勉強するだけでは成り立ちません。日常的に外国語が使える、外国
の人々や文化に触れられる場として、LOL（Language Out Loud）外国語ラウンジという自律的外国語学習
施設が用意されています（共通教育棟 2 号館 1 階の学生交流スペース）。コミュニケーションを中心に英語、
韓国語、フランス語、中国語、ドイツ語、イタリア語を楽しく学べます。チャット、アクティビティー、イベントなど
様々な活動があります。気軽にLOLに参加してください。令和 2年度はZoomにて行いました。

学修達成度を測るＧＰＡ制度
　共通教育センターでは、ＧＰＡ制度を導入しています。この制度は、履修科目の単位を修得したかどうかでは
なく、当該期・年間または通算の学修達成度（ＧＰＡ）がどの程度であるかを見ることができます。ＧＰＡを高く
保つため、履修科目を放棄したり、低い評価で修得したりすることがないよう頑張りましょう。

共通教育センター長賞　－成績優秀者の表彰制度－
　共通教育科目の卒業要件を満たした第３期（医学部医学科、歯学部、共同獣医学部では第２期）終了時で、特
に優秀な成績（ＧＰＡ）の各学部上位２名の学生に対して、共通教育センター長賞が授与されます。

[Question]そもそもＧＰＡとは
何の略ですか？

[Answer]
グレード・ポイント・アベレージの略です。履修案内の
p.10とp.45～46に詳しく掲載しています。

[Question] TOEICや英検などの資格を
単位として認定してもらえるの？

[Answer]
TOEICや英検に限らず、規定により単位が認定されることがあり
ます。詳しくは、履修案内p.19、 p.22を見てください。

先輩からのメッセージ
　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。私からは大学の英語について紹介します。
大学では授業をはじめとして英語で話す機会が増えます。英語で話すことに慣れているという人は
多くはないと思います。そこで利用してもらいたいのが鹿児島大学のLOL(Language Out Loud)
です。LOLではゲームを通して、様々な学年、学部の人と英語でコミュニケーションができます。簡
単でいいからとにかく英語で会話してみたいという人にもオススメです。興味がある人はぜひ参加
してみてください。
　最初の一歩を踏み出すのは大変ですが、積極的にチャレンジして充実したキャンパスライフにし
てください！

農学部　3年

岩崎　亮太

P.17

関連ページ
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　大学での学びを実りあるものにするためには、自
ら積極的に学ぶ姿勢だけでなく、他者と共に学ぶ姿
勢とが重要になります。そのような姿勢を身につけ
るための基本となる科目が、「初年次セミナーⅠ」と
「初年次セミナーⅡ」です。いずれの科目も、文系と理
系の学生から成る少人数クラスで授業を行い、グル
ープ学習などを取り入れたアクティブ・ラーニング
により、クラスメートと共に学びながら、口頭発表能
力（特にプレゼンテーション能力）や文章表現能力
（特にレポート作成能力）を向上させるものです。
　鹿児島大学は、地域とともに社会の発展に貢献する総合大学を目指していますので、「大学と地
域」という科目では、地域の課題を知ると共に地域において大学が果たすべき役割について理解
を深めます。また、様々な地域志向科目を通して、地域社会の課題について検討する能力や解決す
る能力を育成していきます。なお、地域志向科目には、地域で研修を行う科目も開講され、その中
には、世界遺産に登録されている屋久島での集中講義「屋久島の環境文化Ⅰ～Ⅳ」（写真 1）や県内
の他大学等の学生と共に学ぶ科目もあります。
　グローバル化が進む社会では、地域の情報を世界に正確に発信することも必要となります。そこ
で、文化の異なる他者とのコミュニケーション能力を高める科目である「英語」では、「読む」「聞く」
「話す」「書く」という４つの技能を統合して学修し、「異文化理解入門」では、異なる文化について理

解を深めると共に多様な価値観などを学修します。そ
して、それらの科目で学修したことを実際に体験して
活用する科目として、海外で短期研修を行う科目が開
講されます（写真 2）。このような、海外で研修を行う
科目は、自ら体験し、他者と協働して調査・検討する
という実践的な学習を通して、課題の発見や解決に取
り組む実践的な能力とともに、グローバル化する社会
で活躍できる能力を育成するものです。

先輩からのメッセージ

学びを知り、地域を知り、世界へ発信する教育

関連ページ

共 通 教 育 の 特 色

理学部　4年

岡本　凌太

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。私は２年の春休みの時期にハワイ海外研修に参
加しました。私が皆さんに伝えたいことは、実際に自分の足で異国の地へ行くことの大切さです。」
「一度も海外に行ったことがないから日本語以外話せない」などの不安や疑問を持っている方も多
くいると思います。現に私もそうでした。でも実際に現地に行ってみると、たどたどしくも一生懸命
伝えれば思ったよりも会話は続きます。自然と現地の人との会話も増えてきます。そういった会話
やフィールドワークを通して、新しい考え方や文化に触れる経験は日本での調べもの学習では感じ
られない喜びや自信につながると思います。P-SEGでは自分と同じような仲間がたくさんいます。
みんなと一緒なら、英語がうまく言えない・海外のことがわからない等のことも全部楽しく感じま
す。社会人になってからではなかなかできない体験です。大学４年間という時間はあっという間に終
わってしまいます。多くのことにトライし、有意義なキャンパスライフにしてくださいね。

写真1：屋久島の環境文化Ⅱ

写真２：海外研修基礎コースinハワイ

P.13

外国語教育
　「グローバル教育科目」の中で英語と異文化理解を学び、「教養教育科目（教養基礎科目）」の中でドイツ語、フ
ランス語、中国語、韓国語の初修外国語を学びます。

(1)　地球規模の視野と「英語」: 国際共通語の活用
　大学で英語を学ぶにあたり二つの留意点があります。1）これまでの森羅万象に関わる学習を鵜呑みにせ
ず、国際共通語としての英語で点検、整理すること。2）学部や学科に関わる自らの学習成果を国際共通語とし
ての英語で表現すること。自らの母語でしっかりと考えることと同時に、国際共通語としての英語を活用するこ
とが求められています。その学習成果の一端をEFSETという英語外部試験で測ります（読解と聴解）。この試
験は 1 年次に前後期に一度ずつ予定されています。また作文と発話の力も落とさず高めていく努力を忘れて
はなりません。年に一回程度、英検やTOEIC公開テスト（学内割引有り）に挑戦するのもよいでしょう（詳細は、
本学ホームページ参照）。
(2)　「異文化理解入門」と「初修外国語」：未知の言語や文化を知る絶好の機会
　大学生活という新しい節目に立った今こそ、地球規模の視野をもちながら、近隣アジア諸国や西欧の地域に
も目を向け、「グローカル」なプラスαの実力を得る機会です。「異文化理解入門」でドイツ語、フランス語、中国
語、韓国・朝鮮語の特徴や日常表現、それらの言語圏とイスラムの各文化圏について学び、それを手がかりに、
教養基礎科目で開講される当該外国語や異文化関連の科目を学んでいきます。
(３)　LOL（Language Out Loud）外国語ラウンジ：自主的に外国語学習や異文化交流が

できる空間
　外国語学習は、単に教室で机に向かって勉強するだけでは成り立ちません。日常的に外国語が使える、外国
の人々や文化に触れられる場として、LOL（Language Out Loud）外国語ラウンジという自律的外国語学習
施設が用意されています（共通教育棟 2 号館 1 階の学生交流スペース）。コミュニケーションを中心に英語、
韓国語、フランス語、中国語、ドイツ語、イタリア語を楽しく学べます。チャット、アクティビティー、イベントなど
様々な活動があります。気軽にLOLに参加してください。令和 2年度はZoomにて行いました。

学修達成度を測るＧＰＡ制度
　共通教育センターでは、ＧＰＡ制度を導入しています。この制度は、履修科目の単位を修得したかどうかでは
なく、当該期・年間または通算の学修達成度（ＧＰＡ）がどの程度であるかを見ることができます。ＧＰＡを高く
保つため、履修科目を放棄したり、低い評価で修得したりすることがないよう頑張りましょう。

共通教育センター長賞　－成績優秀者の表彰制度－
　共通教育科目の卒業要件を満たした第３期（医学部医学科、歯学部、共同獣医学部では第２期）終了時で、特
に優秀な成績（ＧＰＡ）の各学部上位２名の学生に対して、共通教育センター長賞が授与されます。

[Question]そもそもＧＰＡとは
何の略ですか？

[Answer]
グレード・ポイント・アベレージの略です。履修案内の
p.10とp.45～46に詳しく掲載しています。

[Question] TOEICや英検などの資格を
単位として認定してもらえるの？

[Answer]
TOEICや英検に限らず、規定により単位が認定されることがあり
ます。詳しくは、履修案内p.19、 p.22を見てください。

先輩からのメッセージ
　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。私からは大学の英語について紹介します。
大学では授業をはじめとして英語で話す機会が増えます。英語で話すことに慣れているという人は
多くはないと思います。そこで利用してもらいたいのが鹿児島大学のLOL(Language Out Loud)
です。LOLではゲームを通して、様々な学年、学部の人と英語でコミュニケーションができます。簡
単でいいからとにかく英語で会話してみたいという人にもオススメです。興味がある人はぜひ参加
してみてください。
　最初の一歩を踏み出すのは大変ですが、積極的にチャレンジして充実したキャンパスライフにし
てください！

農学部　3年

岩崎　亮太

P.17

関連ページ

P.45～46
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シラバスは、授業に関する説明書です。
　シラバスは授業ごとにつくられています。そこには、授業科目名はもちろんのこと、開講時期、
授業担当教員名、受講対象者、単位数、授業概要、学習目標、成績の評価基準、教科書・参
考書など、いろいろな情報が記載されています。

シラバスは、カリキュラムの中での位置づけを示すものです。
　鹿児島大学の共通教育には、達成すべき教育目標があります（2ページ参照）。教育目標とは、
共通教育科目の履修を終えた時に身につけているべき能力や技能を表すものです。それらは、
ひとつひとつの科目の教育目標を達成することで可能になります。シラバスには、そうした教育
目標を達成するために、この授業がどのような部分を担っているのかが示されています。

シラバスは、授業開始後も読むものです。
　学生のみなさんがシラバスを読むのは、履修登録のときが多いでしょう。どの科目を履修する
かの参考にするためです。ですが、授業開始後にもシラバスは役立ちます。次回の授業の内容
や参考書がわかれば予習ができます。授業の目標や成績評価基準がわかれば、どのような知識
や能力を身につければよいかを確認しながら学習ができます。自主的に学習を進めるための参
考資料として、常に目をとおすようにしましょう。

シラバスのここに注目！

シラバス（Syllabus）ってなに？

P.39
P.89以降

関連ページ

【AL（アクティブ・ラーニング）】
　授業にAL（アクティブ・ラーニング）を導入している場合、主と
なる内容が記載されています。

【オフィスアワー】
　授業時間外に、教員へ質問や相談を行う時間帯が記載されて
います。

【授業概要】
　この授業がどうのような内容を扱い、どのような方法で行われ
るのかが、記載されています。

【重要視する教育目標】
　この授業を受講することで、どのような知識が身につくのか、どう
のようなことができるようになるのかが、記載されています。

【学習目標】
　この授業を受講することでどのような知識が身につくのか、どのよ
うなことができるようになるのかが、記載されています。

【教科書】【参考書】
　授業で使う「教科書」が指定されていたり、授業内容を補う「参
考書」などが記載されています。自分で勉強していくときにとて
も役立ちます。

【授業計画】
　授業がどうのように進められるのかが、記載されています。

【成績の評価基準】
　最終的にどのような方法で成績評価が行われるのかが、記載さ
れています。しっかり確認しましょう。

【中分類・小分類】
　科目枠組みの情報が記載されています。５つの中分類と１７の小
分類に分類され、学部（学科等）ごとに必要な単数が決まっています。

＜理念＞

＜理念＞

＜理念＞

＜理念＞

2019

学生証ってどんなときに必要？

時間割を作成する前に

学生証は常に携帯してください
　窓口での手続きや附属図書館での図書の貸し出し、試験等では、学生証の提示が必須です。また、通学定期券
の購入や学割証を使用してJR等の切符を購入する時など、学生証の提示を求められることがあります。
　この学生証は、証明書発行機や郡元地区の自動車の入退構ゲート（許可者のみ）、中央図書館や一部教室など
の入退室、保健管理センターの定期健康診断受付などに利用します。また、キャッシュをチャージすれば、鹿児
島大学生活協同組合（鹿大生協）での買い物にも利用できます。

　どの授業を受講するかは、皆さんにとって大変重要です。学部のオリエンテーション時に配付された「共通教
育履修案内」等の資料をよく読んであらかじめ自分が受講すべき授業や受講したい授業を厳選し、履修申請表（ワー
クシート）作成の準備をするようにしてください。
　まず、オリエンテーションでしっかり説明を聞いてください。わからないことがあったら、共通教育課共通教育
係の窓口に相談してください。
　履修申請書（ワークシート）作成については、次ページからの「時間割を作成してみよう！」の手順に従って作
成することとなりますが、本学ホームページにも情報を掲載しています。以下の手順で、本学ホームページにアク
セスしてください。インターネットにつながったパソコンであれば、どこからでもアクセスできます。

証明書発行機の利用について
　まず、学務WEBシステムで学生カードの登録が必要です。

　登録後、和文の「在学証明書」、「卒業見込証明書」、「成

績証明書」、「学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）」、「健

康診断証明書（異常なしの場合）」、「学生教育研究災害傷害

保険証明書」が発行できます。それ以外の証明書（通学証

明書等）や英文証明書などは、所属する学部の学生担当係

か共通教育係に問い合わせてください。

　なお、正式な学生証が配布されるまでの間は、発行機に

学籍番号を手入力することで、証明書の発行が可能です。

※学籍番号の見方は、履修案内のp.4を見てください。

※学務WEBシステムや証明書発行機については、学生便覧を見てください。

キャンパス　　　設置場所　　　　　利用時間
 大学会館１階 9：00～ 18：00
郡　元 中央図書館１階 8：30～ 18：00
 教育学部第一講義棟１階 8：30～ 18：00
 農・獣医共通棟1階 8：30～ 17：15

下荒田 水産学部講義棟１階 8：30～ 18：00

桜ケ丘 桜ヶ丘会館（生協）２階 8：30～ 18：00

学生証

（休日利用）
※大学会館は土のみ利用できます。
※中央図書館は土・日・祝は午前10時からの利用となります。

① 鹿児島大学のホームページを開く。
 　https://www.kagoshima-u.ac.jp/
②「在学生」をクリックする。
③「共通教育」の「新入生の皆さまへ」をクリックする。
④ 画面に記載された内容を確認する。
　 （行事予定、履修登録の手順、履修上の注意、シラバスの閲覧方法を掲載）

鹿児島 花 子

○○学部
○○学科

平成◯年度入学

有効期限
自 平成◯年 4月 1日

至 平成◯年 3月31日

発行日
平成◯年 4月 1日

平成◯年4月1日生
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シラバスは、授業に関する説明書です。
　シラバスは授業ごとにつくられています。そこには、授業科目名はもちろんのこと、開講時期、
授業担当教員名、受講対象者、単位数、授業概要、学習目標、成績の評価基準、教科書・参
考書など、いろいろな情報が記載されています。

シラバスは、カリキュラムの中での位置づけを示すものです。
　鹿児島大学の共通教育には、達成すべき教育目標があります（2ページ参照）。教育目標とは、
共通教育科目の履修を終えた時に身につけているべき能力や技能を表すものです。それらは、
ひとつひとつの科目の教育目標を達成することで可能になります。シラバスには、そうした教育
目標を達成するために、この授業がどのような部分を担っているのかが示されています。

シラバスは、授業開始後も読むものです。
　学生のみなさんがシラバスを読むのは、履修登録のときが多いでしょう。どの科目を履修する
かの参考にするためです。ですが、授業開始後にもシラバスは役立ちます。次回の授業の内容
や参考書がわかれば予習ができます。授業の目標や成績評価基準がわかれば、どのような知識
や能力を身につければよいかを確認しながら学習ができます。自主的に学習を進めるための参
考資料として、常に目をとおすようにしましょう。

シラバスのここに注目！

シラバス（Syllabus）ってなに？

P.39
P.89以降

関連ページ

【AL（アクティブ・ラーニング）】
　授業にAL（アクティブ・ラーニング）を導入している場合、主と
なる内容が記載されています。

【オフィスアワー】
　授業時間外に、教員へ質問や相談を行う時間帯が記載されて
います。

【授業概要】
　この授業がどうのような内容を扱い、どのような方法で行われ
るのかが、記載されています。

【重要視する教育目標】
　この授業を受講することで、どのような知識が身につくのか、どう
のようなことができるようになるのかが、記載されています。

【学習目標】
　この授業を受講することでどのような知識が身につくのか、どのよ
うなことができるようになるのかが、記載されています。

【教科書】【参考書】
　授業で使う「教科書」が指定されていたり、授業内容を補う「参
考書」などが記載されています。自分で勉強していくときにとて
も役立ちます。

【授業計画】
　授業がどうのように進められるのかが、記載されています。

【成績の評価基準】
　最終的にどのような方法で成績評価が行われるのかが、記載さ
れています。しっかり確認しましょう。

【中分類・小分類】
　科目枠組みの情報が記載されています。５つの中分類と１７の小
分類に分類され、学部（学科等）ごとに必要な単数が決まっています。

＜理念＞

＜理念＞

＜理念＞

＜理念＞

2019

学生証ってどんなときに必要？

時間割を作成する前に

学生証は常に携帯してください
　窓口での手続きや附属図書館での図書の貸し出し、試験等では、学生証の提示が必須です。また、通学定期券
の購入や学割証を使用してJR等の切符を購入する時など、学生証の提示を求められることがあります。
　この学生証は、証明書発行機や郡元地区の自動車の入退構ゲート（許可者のみ）、中央図書館や一部教室など
の入退室、保健管理センターの定期健康診断受付などに利用します。また、キャッシュをチャージすれば、鹿児
島大学生活協同組合（鹿大生協）での買い物にも利用できます。

　どの授業を受講するかは、皆さんにとって大変重要です。学部のオリエンテーション時に配付された「共通教
育履修案内」等の資料をよく読んであらかじめ自分が受講すべき授業や受講したい授業を厳選し、履修申請表（ワー
クシート）作成の準備をするようにしてください。
　まず、オリエンテーションでしっかり説明を聞いてください。わからないことがあったら、共通教育課共通教育
係の窓口に相談してください。
　履修申請書（ワークシート）作成については、次ページからの「時間割を作成してみよう！」の手順に従って作
成することとなりますが、本学ホームページにも情報を掲載しています。以下の手順で、本学ホームページにアク
セスしてください。インターネットにつながったパソコンであれば、どこからでもアクセスできます。

証明書発行機の利用について
　まず、学務WEBシステムで学生カードの登録が必要です。

　登録後、和文の「在学証明書」、「卒業見込証明書」、「成

績証明書」、「学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）」、「健

康診断証明書（異常なしの場合）」、「学生教育研究災害傷害

保険証明書」が発行できます。それ以外の証明書（通学証

明書等）や英文証明書などは、所属する学部の学生担当係

か共通教育係に問い合わせてください。

　なお、正式な学生証が配布されるまでの間は、発行機に

学籍番号を手入力することで、証明書の発行が可能です。

※学籍番号の見方は、履修案内のp.4を見てください。

※学務WEBシステムや証明書発行機については、学生便覧を見てください。

キャンパス　　　設置場所　　　　　利用時間
 大学会館１階 9：00～ 18：00
郡　元 中央図書館１階 8：30～ 18：00
 教育学部第一講義棟１階 8：30～ 18：00
 農・獣医共通棟1階 8：30～ 17：15

下荒田 水産学部講義棟１階 8：30～ 18：00

桜ケ丘 桜ヶ丘会館（生協）２階 8：30～ 18：00

学生証

（休日利用）
※大学会館は土のみ利用できます。
※中央図書館は土・日・祝は午前10時からの利用となります。

① 鹿児島大学のホームページを開く。
 　https://www.kagoshima-u.ac.jp/
②「在学生」をクリックする。
③「共通教育」の「新入生の皆さまへ」をクリックする。
④ 画面に記載された内容を確認する。
　 （行事予定、履修登録の手順、履修上の注意、シラバスの閲覧方法を掲載）

鹿児島 花 子

○○学部
○○学科

平成◯年度入学

有効期限
自 平成◯年 4月 1日

至 平成◯年 3月31日

発行日
平成◯年 4月 1日

平成◯年4月1日生
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４月8日㈭

４月１5日㈭～16日㈮

４月3日㈯～5日㈪

４月7日㈬

４月中旬

P.81～82

関連ページ

P.39～43

関連ページ

４月1日㈭以降

11 授業開始授業開始

「令和3年度入学生共通教育履修
案内」を開いてみましょう。
p.11に「卒業要件単位数」につい
て解説してあります。自分が卒業ま
でにどの科目を何単位修得しなけ
ればならないのか確認しましょう。

1 履修案内を開く
「令和3年度入学生共通教育
履修案内」のp.81の「令和3
年度入学生授業時間割表」を
開いてみましょう。そして、自分
の所属する学部・学科がどこに
記載してあるかを確認しましょ
う。

2 授業時間割表を見る

「履修申請表（ワークシート）」に
自分が受講を希望する科目を記
入していきましょう。

各学部で開催される「オリエンテーション」に出席しましょう。学部・学科
ごとに、専門分野に関連してどういった科目を受講すべきかのアドバイ
スなどがありますので、必ず出席してください。

6 各学部オリエンテーションに出席する

4月3日(土)～5日(月）に履修申請ができなかった学
生や、受講制限などにより履修登録後「抽選もれ」した
学生のために、入学式後の13時～16時の間、再度履
修登録をすることができます。インターネットにつなが
るパソコンであればどこからでも履修登録を行うこと
ができるので、履修登録内容を確認のうえ、必要に応
じて追加登録を行ってください。

10 履修申請の追加

前期の授業は４月8日（木）から開始されますが、１
回目の講義を受講してみて、変更したい場合や、抽
選もれ等があった場合は、この日に変更を行うこと
ができます。

13 履修申請の変更を行う
履修受付確認表は学務WEBシステムで確認してくださ
い。（確認できる期間は別途案内します。）

12 履修受付確認表で確認

パソコンやスマートフォンで
履修登録の確定処理を行った
後、登録した内容が正しく登録
されているかを確認してくだ
さい。

9 履修登録科目の
確認を行う作成した「履修申請表（ワーク

シート）を基に、パソコンやス
マートフォンを使って、履修登
録システムから履修する科目
を入力しましょう。

8 履修申請を行う

オリエンテーションで受けたアドバイスを頭に入れ
て、作成した履修申請表（ワークシート）を見直して
みましょう。間違っていたときは修正を行いましょ
う。

7 履修申請表（ワークシート）の修正を行う

「令和3年度前期開設授業科目表」
は、曜日・時限ごとにどのような科目
が開講されているのかを示す一覧
表です。この「開設授業科目表」と、
履修案内に添付してある「共通教育
授業科目概要」や次に示す「シラバ
ス」をうまく使うと、時間割が立てや
すくなります。

3 開設授業科目表を見る

履修申請表（ワークシート）
を作成する

5

4 Web上でシラバスを
検索する

　大学では、高校までと違い、自分で履修する科目を決め、時間割を作成しなければなりません。履修案内
やシラバスを良く読んで、履修申請表を使って自分だけの「オリジナル時間割表」を作成してみましょう。（前
ページ下線も参照）
　この「オリジナル時間割表」に組み込んだ科目を、各自がコンピュータで登録する作業を「履修登録」と
呼んでいます。
　ここでは、４月1日（木）から４月１6日（金）までのスケジュールを、簡単に説明していきます。

詳細はオリエンテーション資料配付時に受け取った封筒（新入生関係資料）の中の
「令和3年度新入生オリエンテーション資料（共通教育）」というプリントに目を
とおしてください。
さあ、がんばって始めてみよう！

以上が「履修申請」
方法の概要です。

時間割を作成してみよう！

次に、鹿児島大学のホームページの在学生の皆さま（教
育関係各種システム）の「学部等の講義概要（シラバ
ス）」で知りたい科目をチェック。
授業時間割表を見ながら、自分の空き時間に開講してい
る授業科目のうち、どの科目を選択するか判断基準とし
て、このシラバスを有効活用してください。

共通教育係から
　時間割の組み立て方や履修申請等で、理解できない点、疑問に思う点があれば自分勝手な判断をせずに、
必ず共通教育係窓口へ相談しましょう。誤った判断で履修申請をしてしまうと単位が認められないこともあり
ますので十分注意してください。履修申請期間は、窓口が大変混雑しますので、自分の相談したいこと、質
問したい内容をよく整理して相談してください。

共通教育科目の授業教室の確認は、共通教育の掲示板に
｢授業教室一覧｣を掲示しますので、授業前までに確認し
てください。また、鹿児島大学ホームページ（在学生の皆
さま）の共通教育（開設授業科目表・授業教室一覧）でも確
認することができます。

さあ、いよいよ
大学での授業の
スタートです！
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「令和3年度新入生オリエンテーション資料（共通教育）」というプリントに目を
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以上が「履修申請」
方法の概要です。
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育関係各種システム）の「学部等の講義概要（シラバ
ス）」で知りたい科目をチェック。
授業時間割表を見ながら、自分の空き時間に開講してい
る授業科目のうち、どの科目を選択するか判断基準とし
て、このシラバスを有効活用してください。

共通教育係から
　時間割の組み立て方や履修申請等で、理解できない点、疑問に思う点があれば自分勝手な判断をせずに、
必ず共通教育係窓口へ相談しましょう。誤った判断で履修申請をしてしまうと単位が認められないこともあり
ますので十分注意してください。履修申請期間は、窓口が大変混雑しますので、自分の相談したいこと、質
問したい内容をよく整理して相談してください。

共通教育科目の授業教室の確認は、共通教育の掲示板に
｢授業教室一覧｣を掲示しますので、授業前までに確認し
てください。また、鹿児島大学ホームページ（在学生の皆
さま）の共通教育（開設授業科目表・授業教室一覧）でも確
認することができます。

さあ、いよいよ
大学での授業の
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鹿児島大学IDと学内の情報システム

安否情報システム【ANPIC】について

　鹿児島大学に入学すると「鹿児島大学ID」が個人ごとに発行されます。鹿児島大学IDは、kで始まる8桁の番号で、学籍
番号とは異なります。鹿児島大学IDは下記のように様々なシステムで使用しますので、忘れたりパスワードを他人に知られたり
することがないよう、しっかりと管理してください。パスワード変更等の手続きは、「鹿児島大学IDマイページ」へアクセスし、
オンラインで行えます。

・教室のPC・無線LAN・kadaiメールを使うとき

・附属図書館「My Library」の利用（貸出状況確認、貸出更新処理、施設予約、学外からの文献取寄申込など））

・学習支援システム（manaba）・履修登録・学務Web・定期健康診断予約・健康診断証明書発行などの利用

・専門ソフトウェアのダウンロード・VPN（Virtual Private Network）接続

　学内のいくつかの教室には、鹿児島大学IDで利用できるPCが設置されています。授業がない時間帯は自習に使えますので、
下記の注意事項を守り、履修登録やレポートの作成などに活用してください。

・機器は丁寧に扱い、教室内で飲食を行わないこと（汚れや機器故障の原因になります）

・窓は開けないこと（火山灰や風雨から機器を守るためです）

・法律や大学の規則を順守すること

・教育研究目的以外に利用しないこと

鹿児島大学ID

教室のPC

　学内の講義室、交流スペース等には無線LAN環境が整備されており、学生の皆さんは在籍者向けのオープンネット
（SSID：KNIT5-OPENX）へ接続し、学内のネットワークを利用することができます。
　また、訪問先の他大学等において国際無線LANローミング基盤（SSID:eduroam)を利用することができます。

無線LAN環境

　新入生全員に、個人用のメールアドレス「kadaiメール」が発行されます。アドレスは、鹿児島大学ID＋@kadai.jp（例 
k1234567@kadai.jp）となっており、変更はできません。kadaiメールのシステムは、マイクロソフト社の「Office 365 
Education」によって提供されています。

kadaiメール

【主な教室の自習利用可能時間】※これ以外の教室にも設置されています

学術情報基盤センター 第1～第4端末室 平日　8:30～21:00
土日　13:00～18:00

共通教育棟 1号館 123・134～137号教室 平日　8:30～17:00

附属図書館 中央図書館・桜ヶ丘分館・水産学部分館 各図書館開館時間

　本学では、地震や自然災害など大規模な災害が発生した際、学生及び教職員の安否をいち早く知り、組織として迅速に対応
するために、インターネットを活用する安否情報システム【ANPIC】（アンピック）を導入しました。
＜安否情報システム【ANPIC】の概要＞ 
　鹿児島県、熊本県、宮崎県で震度６弱以上の地震を気象庁が感知した際、事前に登録した職員の携帯電話やパソコンに自動
で安否確認メールが送信されます。受信者は受信した端末を使用し、安否状況や現在地、コメント等、簡単な入力操作によっ
て自身の安否状況を報告するシステムです。
　なお、地震以外の大規模災害については，システム管理者から手動で安否確認メールを送信します。

manabaを使ってみよう！
鹿児島大学では学習支援システムmanabaを用いて、レポートの提出・小テストの実施・
出欠確認・教員とのコミュニケーションなどを行う環境を提供しています。manaba
はPCやスマートフォンからアクセスでき、共通教育の科目をはじめ専門科目でも利用
されています。1年生のうちに操作方法に慣れておきましょう。

URL　https://www.kagoshima-u.ac.jp/manaba/
　　　　　のアクセス

　授業のページを確認してみよう！

　コース一覧から「授業名」をクリックすると授業のページ
を確認することができます。このページから、授業資料のダ
ウンロードや先生からのお知らせを確認したり、レポートを
提出したりします。

manabaは遠隔授業の必須ツール　必ずログインしましょう！
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けて鹿児島大学では遠隔授業を実施しています。manabaは、遠隔授
業の必須ツールです。具体的には、manaba上で授業のお知らせや授業動画・資料などが公開されたり、授業の
課題（小テストやレポートなど）をmanabaを介して提出したりします。manabaの確認を怠ると、授業に参加で
きなくなることもあります。もちろん、対面授業でも多くの先生がmanabaを使って授業を進めます。必ずログイ
ンをして、自身が登録した授業が表示されているかを確認しましょう！
遠隔授業について分からないこと等ありましたら
高等教育研究開発センターmanaba担当（TEL：099-285-3428）までお問い合わせください。

ログインしてみよう！
ログインには鹿児島大学IDが必要です。

  ① kから始まる数字（例：k1234567）

  ② 鹿児島大学IDのパスワード ログイン画面
ログインするとコース
一覧が表示されます！

①
②

事例①：先生からの「お知らせ」を確認する！ 事例②：レポートを提出する！

• 「お知らせ」は各授業の
ページの左側に表示されて
います！

• 未読の「お知らせ」は赤文
字で表示されます。必ず確
認しましょう！

• 上部の「レポート」と書か
れたタブをクリックすると、
レポートの一覧が表示され
ます。期限までに必ず提出
しましょう！

PCやスマートフォンで
アクセス
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鹿児島大学IDと学内の情報システム
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・法律や大学の規則を順守すること

・教育研究目的以外に利用しないこと

鹿児島大学ID

教室のPC

　学内の講義室、交流スペース等には無線LAN環境が整備されており、学生の皆さんは在籍者向けのオープンネット
（SSID：KNIT5-OPENX）へ接続し、学内のネットワークを利用することができます。
　また、訪問先の他大学等において国際無線LANローミング基盤（SSID:eduroam)を利用することができます。

無線LAN環境

　新入生全員に、個人用のメールアドレス「kadaiメール」が発行されます。アドレスは、鹿児島大学ID＋@kadai.jp（例 
k1234567@kadai.jp）となっており、変更はできません。kadaiメールのシステムは、マイクロソフト社の「Office 365 
Education」によって提供されています。

kadaiメール

【主な教室の自習利用可能時間】※これ以外の教室にも設置されています

学術情報基盤センター 第1～第4端末室 平日　8:30～21:00
土日　13:00～18:00

共通教育棟 1号館 123・134～137号教室 平日　8:30～17:00

附属図書館 中央図書館・桜ヶ丘分館・水産学部分館 各図書館開館時間

　本学では、地震や自然災害など大規模な災害が発生した際、学生及び教職員の安否をいち早く知り、組織として迅速に対応
するために、インターネットを活用する安否情報システム【ANPIC】（アンピック）を導入しました。
＜安否情報システム【ANPIC】の概要＞ 
　鹿児島県、熊本県、宮崎県で震度６弱以上の地震を気象庁が感知した際、事前に登録した職員の携帯電話やパソコンに自動
で安否確認メールが送信されます。受信者は受信した端末を使用し、安否状況や現在地、コメント等、簡単な入力操作によっ
て自身の安否状況を報告するシステムです。
　なお、地震以外の大規模災害については，システム管理者から手動で安否確認メールを送信します。

manabaを使ってみよう！
鹿児島大学では学習支援システムmanabaを用いて、レポートの提出・小テストの実施・
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はPCやスマートフォンからアクセスでき、共通教育の科目をはじめ専門科目でも利用
されています。1年生のうちに操作方法に慣れておきましょう。
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　　　　　のアクセス

　授業のページを確認してみよう！

　コース一覧から「授業名」をクリックすると授業のページ
を確認することができます。このページから、授業資料のダ
ウンロードや先生からのお知らせを確認したり、レポートを
提出したりします。

manabaは遠隔授業の必須ツール　必ずログインしましょう！
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  ① kから始まる数字（例：k1234567）
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①
②

事例①：先生からの「お知らせ」を確認する！ 事例②：レポートを提出する！

• 「お知らせ」は各授業の
ページの左側に表示されて
います！

• 未読の「お知らせ」は赤文
字で表示されます。必ず確
認しましょう！

• 上部の「レポート」と書か
れたタブをクリックすると、
レポートの一覧が表示され
ます。期限までに必ず提出
しましょう！

PCやスマートフォンで
アクセス
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P45～48

関連ページ　皆さんが主に１～２年生で学ぶ、共通教育科目の履修・成績に関する業務・相談は、共通教育課共通教育係で行っ
ています。
　専門教育科目等、学部に関することは、学部の窓口で確認しましょう。
（学部の窓口は、学部オリエンテーションでも確認してください。下記に連絡先を紹介します）
　共通教育係は、共通教育科目に関するメール連絡や通学証明書の発行を行っています。
　休講や補講など重要な情報をメールで連絡するため、学務WEBシステムで学生カードのデータ入力が必要で
す。必ずパソコンから登録してください。証明書発行機を使用するためにも登録が必要です。
　他には、構内での落とし物も預かっています。共通教育係の窓口に遺失物棚がありますので、そこに届いている
か確認してみてください。各学部学生係や大学会館などにも届けられていることもあります。記名があると、自分
の手元に届きやすいです。

掲示板は 重要なお知らせツールです（※裏表紙の地図参照）
●授業の休講・期末試験の日程表など、重要事項を掲示しますので、必ず定期的に掲示板を見るようにしてくださ

い。

●集中講義については、掲示で募集内容・方法などを発表しますので、前期・後期とも見逃すことがないようにし

てください。

●掲示は、必ず自分自身の目で確認してください。

●メールや鹿児島大学ホームページでも周知しますので、確認するようにしてください。

共通教育係からのお願い
●提出書類を出すときなど、共通教育係の指定する日に窓口に来られない場合は、事前に相談してください。

●大学内で盗難事件が多発しております。貴重品などは、必ず肌身離さず所持してください。

窓口のオープン時間（８：３０～１７：００　土日、祝日および年末年始等の大学の休業日は休み）

○共通教育係（各学部担当）の窓口
法文学 部 ０９９－２８５－３４５4　　教育学部 ０９９－２８５－3454　　理　学　部 ０９９－２８５－3129　
医　学　部 ０９９－２８５－3129　　歯　学　部 ０９９－２８５－3129　　工　学　部 ０９９－２８５－８８３０
農　学　部 ０９９－２８５－8849　　水 産 学 部　099－285－8849　　共同獣医学部 ０９９－２８５－8849

○各学部（専門教育担当）の窓口
　学部で学ぶ専門教育科目に関することなどは、以下の各学部の窓口で確認しましょう。
法文学部  ０９９－２８５－７５２５　　教育学部  ０９９－２８５－７７１３　　理　学　部 ０９９－２８５－8025
医　学　科 ０９９－２７５－６７２１　　保 健学科  ０９９－27５－6725　　歯  学  部  ０９９－２７５－６０４０　
工　学　部 ０９９－２８５－3269　　農　学　部 ０９９－２８５－８５３１　　水 産 学 部  ０９９－２８６－４０４０　
共同獣医学部 ０９９－２８５－８５３１

　各学部オリエンテーションでも説明がありますが、皆さんにはクラス担任教員が配置されます。クラス担任教員
は、「共通教育履修案内」のＰ55～Ｐ57でも確認することができます。

○奨学金、授業料免除、サークル活動、学生寮などの窓口
・奨学金 学生生活課経済支援係　　　 ０９９－２８５－7329・8154
・授業料免除 学生生活課経済支援係　　　 ０９９－２８５－７０３３・７３１２
・サークル活動 学生生活課学生企画係 　　　　０９９－２８５－7320・７３22
・学生寮 学生生活課学生企画係 　　　　０９９－２８５－7340

窓口・掲示板・共通教育係からのお願い

ピア・サポートについて
　ピアサポートとは、同じ立場の人（ピア：peer）同士が
サポートし合う制度で、鹿児島大学では平成２４年度か
ら始まりました。

※こんな悩みを解決します。
・大学の勉強方法がわからない。
・履修登録の仕方がわからない。　
・教室の場所がわからない。
　　　　　　　　　　　　など

時　　間 9時～16時　※13時～14時は除く
　　　　　（土・日曜日、祝日と年末年始は休み）
場　　所 共通教育棟1号館1階（裏表紙地図参照）
問合せ先 電　話　０９９－２８５－3147　

成績不振者への助言・指導に
ついて
　共通教育センターでは、毎期成績発表後に、

当該の学期GPA値が1.5未満、第1期の修得単

位数が10（歯学部は15）単位未満、第2期の修

得単位数が6単位未満の学生（成績不振の学

生）に対して、学部で定めた基準等により、クラ

ス担任等による面談方式の指導・助言を行って

います。

　成績不振が改善されないと、繰り返し助言・

指導を受けることになります。

成績等開示請求及び
異議申立て
　共通教育科目における成績評価などについ

て、開示請求ができます。また、授業等における

成績判定などについて異議がある場合、異議申

立てができる制度もあります。詳しくは履修案

内のp.48を見てください。

再試験の結果について
　成績判定は次の学期に行われるため、本試験

が行われた期の進級・卒業判定の単位としては

算定されませんので、特に注意してください。

補習教育について
　本学では、高等学校までに未履修科目のある新入生や基礎学力を高めたい学生を対象に、次のような補習

教育を提供しています。詳しくは各学部の学生係または教務係まで問い合わせてください。

『単元マスター型短期集中授業』（入学後）
　英語について、単元ごとに学習内容を絞り、集中的に授業や演習を行います。

『大学院生による学習支援』（入学後・期間限定）
　数学・物理・化学・生物等について、共通教育の授業内容を支援します。

　レポートの書き方についても支援しますので、お気軽にご利用ください。

理学部：オリエンテーション時に上級生が履修モデルの作成のしかた、履修申請の考え方や
申請方法の説明、相談への対応などを行っています。 

工学部：学生相談員（博士前期課程１年生）を配置して学修や履修方法、学生生活につい
ての助言をしたり、相談を受付けています。

お気軽にピア・サポートルーム（ボランティア支援センター内）へ
お越しください。

下記の学部でも所属学部の学生を対象にピア・サポーター（上級生）が
学生からの相談に応じます。
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ています。
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（学部の窓口は、学部オリエンテーションでも確認してください。下記に連絡先を紹介します）
　共通教育係は、共通教育科目に関するメール連絡や通学証明書の発行を行っています。
　休講や補講など重要な情報をメールで連絡するため、学務WEBシステムで学生カードのデータ入力が必要で
す。必ずパソコンから登録してください。証明書発行機を使用するためにも登録が必要です。
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か確認してみてください。各学部学生係や大学会館などにも届けられていることもあります。記名があると、自分
の手元に届きやすいです。
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●授業の休講・期末試験の日程表など、重要事項を掲示しますので、必ず定期的に掲示板を見るようにしてくださ

い。

●集中講義については、掲示で募集内容・方法などを発表しますので、前期・後期とも見逃すことがないようにし

てください。

●掲示は、必ず自分自身の目で確認してください。

●メールや鹿児島大学ホームページでも周知しますので、確認するようにしてください。

共通教育係からのお願い
●提出書類を出すときなど、共通教育係の指定する日に窓口に来られない場合は、事前に相談してください。
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　ピアサポートとは、同じ立場の人（ピア：peer）同士が
サポートし合う制度で、鹿児島大学では平成２４年度か
ら始まりました。
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指導を受けることになります。
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て、開示請求ができます。また、授業等における

成績判定などについて異議がある場合、異議申

立てができる制度もあります。詳しくは履修案

内のp.48を見てください。

再試験の結果について
　成績判定は次の学期に行われるため、本試験

が行われた期の進級・卒業判定の単位としては

算定されませんので、特に注意してください。

補習教育について
　本学では、高等学校までに未履修科目のある新入生や基礎学力を高めたい学生を対象に、次のような補習

教育を提供しています。詳しくは各学部の学生係または教務係まで問い合わせてください。

『単元マスター型短期集中授業』（入学後）
　英語について、単元ごとに学習内容を絞り、集中的に授業や演習を行います。

『大学院生による学習支援』（入学後・期間限定）
　数学・物理・化学・生物等について、共通教育の授業内容を支援します。

　レポートの書き方についても支援しますので、お気軽にご利用ください。

理学部：オリエンテーション時に上級生が履修モデルの作成のしかた、履修申請の考え方や
申請方法の説明、相談への対応などを行っています。 

工学部：学生相談員（博士前期課程１年生）を配置して学修や履修方法、学生生活につい
ての助言をしたり、相談を受付けています。

お気軽にピア・サポートルーム（ボランティア支援センター内）へ
お越しください。

下記の学部でも所属学部の学生を対象にピア・サポーター（上級生）が
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先輩からのメッセージ

　附属図書館は、中央図書館(全分野の資料を所蔵)、桜ケ丘分館(医学図書館：医学、歯学、
看護関係資料を所蔵)、水産学部分館(水産学図書館：水産学関係資料を所蔵)の３館で構成さ
れており、皆さんはどの図書館でも利用することができます。附

属
図
書
館

資料の利用
　館内には図書、雑誌（電子版含む）、新聞などの資料があります。図書や雑誌を借り
る際は、学生証が必要です。資料の一部コピーが必要な場合は、館内で複写できます。

資料の探し方・学外からの取り寄せ
　資料の配置はフロア案内をご覧ください。「まなぶたSearch」であらゆる種類の資料
を探せるほか、蔵書検索システムや、雑誌記事・新聞記事を探せる専門のデータ ベース等、
資料を探すのに役立つツールを多数提供しています。また、学内にない図書や雑誌につい
ては、他大学図書館から複写物や資料の現物を有料で取り寄せることができます。

学習環境
　閲覧席で学習できるほか、プロジェクター付ホワイトボードがあり、グループでのディスカッション・プレゼンテーションなどができ
るラーニングコモンズや小人数で話し合いながら学習ができるアメニティルーム・グループ学習室があります。また、パソコンがあり
ますので、インターネットでの情報収集、レポート作成などに利用できます。なお、３館で無線LANが利用可能です。

調査・相談・利用者講習会
　資料や情報収集、レポート作成の支援や図書館の利用などについて分からないことがあれば、気軽にカウンターで
お尋ねください。
　図書館の利用法、資料の探し方などの講習会を利用者の要望に応じて随時開催しており、カウンターや図書館HP 
で申込を受付けています。

　　　【連絡先】電話：099-285-3012
Email：gender@kuas.kagoshima-u.ac.jp

附属図書館HP

▲アメニティルーム

▲ラーニングコモンズ

※中央図書館では入退館システムを導入していますので、入退館時には学生証が必要です。必ず携帯してください。

工学部2020年度卒
九州工業大学修士課程　1年

酒井　義史

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
図書館は「知識の泉」や「先人の知恵袋」などと呼ばれ、学問を修める私たちにとって不可欠なものです。
本の貸出はもちろん、所蔵されていない本は選書ツアーや購入希望リクエストを行うことで借りることが
できます。また、ラーニングコモンズやグループ学習室を利用した勉強会等に参加することで、出会いの
場にもなります。学習や読書に疲れたときは、友人とアメニティルームでお茶をしながら一息つくことも
できます。現在はCOVID-19の影響でこれらの施設の利用が制限されていますが、収束した際はぜひ活
用してみて下さい。
　所属していたロボット研究会でもラーニングコモンズでミーティングを行ったり、研究や課題で必要な
本は購入希望リクエストを出して借りたりと、私自身も授業の課題、卒業研究、サークル活動の多岐に渡
り図書館を利用しました。
　ぜひ、図書館を有効活用して有意義な学生生活を送ってください。

　男女共同参画社会とは、「男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、
性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮できる社会」です。
　鹿児島大学は、「鹿児島大学男女共同参画基本理念」に基づき、ワークライフバラン
ス支援、若手や女性が活躍しやすい環境の整備等に取り組んでおり、男女共同参画推
進センターのホームページやNewsletterで紹介しています。また、共通教育科目に男
女共同参画関連の科目も開講しています。男女共同参画に関心を持ち、自分らしく、よ
りよい学生生活を送りましょう。

男女共同参画推進センター
https://www.kagoshima-u.ac.jp/atsuhime/

[開館時間]
月～金 土 日 祝日

中央図書館 通常期 8：30～21：30 10：00～18：00 10：00～18：00 10：00～18：00
休業期 8：30～17：00 休館 休館 休館

桜ヶ丘分館 8：30～21：30 10：00～18：00 10：00～18：00 10：00～18：00

水産学部分館 通常期 8：30～20：00 10：00～17：00 休館 休館
休業期 8：30～17：00 休館 休館 休館

開館日・休館日の詳細は附属図書館ホームページをご確認下さい。

鹿児島大学男女共同参画基本理念
（平成22年1月21日制定）

　鹿児島大学は、大学憲章の精神に則り、教
育・研究機関として男女共同参画のもとに社
会貢献を続けることができる人材を育成・支
援し、個々を尊重するとともに、一人ひとりがあ
らゆる場面において個性と能力を発揮できる
大学を実現します。

「一人ひとりが伸びやかに、
自分らしく輝くために」

保健管理センター
https://hsc.kuas.kagoshima-u.ac.jp/

保健管理センターは何をするところですか？
　高校でいえば保健室ですが、診療所の認可を受けています。主に学
生の皆さんへの定期健康診断の実施とその後の指導、毎日の一般診療、
禁煙相談、こころの健康相談などを行っています。また、新型コロナウ
イルスやインフルエンザなど、感染症対策の中心的役割も担っています。

1

診療時間は決まっていますか？
　内科は、原則月～金で、時間は9時～11時、14時～16時です。
　その他の診療科は、それぞれ曜日、時間が異なりますので、ホームペー
ジの「診療・相談日時」の欄を見てください。

2

こころの健康相談とはどのようなものですか？
　学生生活を送るうえでの悩み等、誰かに聞いてほしいと思ったら相
談にお越しください。医師やカウンセラーがお話を伺います。
　お申し込みは原則、予約制（電話・メール等）となっています。

3

事務局西隣（裏表紙地図参照）
桜ヶ丘キャンパス保健学科東研究棟 1階（桜ヶ丘分室）

医師、保健師等が常時勤務し、皆さんの利用を待っています。

場所

099-285-7385
099-275-6348（桜ヶ丘分室）

電話

学生何でも相談室
学生のみなさん、保護者のみなさん、
学生生活で何か困っていること、
悩んでいることはありませんか？

「誰もが自分らしく学びあう」ことを
サポートいたします。
お気軽にご相談ください。

　学生生活を送る上でのさまざまな問題や悩み、迷いに対する相談窓口
として、「学生何でも相談室」があります。まず、学生生活課職員が対応し、
相談内容に応じて相談員（各学部学生生活委員会委員）や相談室長（理事
（教育担当））、保健管理センター、障害学生支援センターとも連携しなが
ら対応します。
　ひとりで悩むより、よりよい解決策が見つかるかもしれません。
　相談の内容について個人の秘密は守りますので、気軽に利用してくだ
さい。

　大学生活につまづきを感じている学生や障害のある学生からの、修学
に関わる相談に応じます。支援要請に基づき、ひとりひとりのニーズに応
じた支援計画を作成します。教職員や保護者の方の相談も可能です。

https://www.kagoshima-u.ac.jp/education/soudan.html
共通教育棟1号館2階（裏表紙地図参照）場所

障害学生支援センター
https://www.kagoshima-u.ac.jp/syogaku/

共通教育棟1号館2階（修学支援室）場所

相談時間

8時30分～17時（土・日曜日、祝日と年末年始は休み）

soudan@kuas.kagoshima-u.ac.jp

直接相談

「学生何でも相談室」にいつでもお越しください。
必要に応じて、相談員の教員と調整を行います。

〒890-0065　鹿児島市郡元一丁目21-30
鹿児島大学学生部学生生活課「学生何でも相談室」宛

電話での相談

手紙での相談

Eメールでの相談

☎099-285-7311

保健管理センターから
お伝えしたいこと
・タバコの煙は大切な命を奪います。
・“安全でない”セックスは大切な命を奪います。
・薬物（ドラッグ）の不正使用は犯罪です。
・一気飲みはしない、させない。
・‘いじり’も‘いじめ’も被害者にとっては同じです。
・受けた人に被害感があれば、それはハラスメントです。
・定期健康診断を受けましょう。

学
生
何
で
も
相
談
室

相談時間

9時～17時（月曜日～金曜日）

learning-support@gm.kagoshima-u.ac.jp

直接相談

共通教育棟1号館2階修学支援
室に直接お越し下さい。
（状況に応じて遠隔での面談も
実施しています。ご相談ください。）
電話での申込み

Eメールでの申込み

☎099-285-3287
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先輩からのメッセージ

　附属図書館は、中央図書館(全分野の資料を所蔵)、桜ケ丘分館(医学図書館：医学、歯学、
看護関係資料を所蔵)、水産学部分館(水産学図書館：水産学関係資料を所蔵)の３館で構成さ
れており、皆さんはどの図書館でも利用することができます。附

属
図
書
館

資料の利用
　館内には図書、雑誌（電子版含む）、新聞などの資料があります。図書や雑誌を借り
る際は、学生証が必要です。資料の一部コピーが必要な場合は、館内で複写できます。

資料の探し方・学外からの取り寄せ
　資料の配置はフロア案内をご覧ください。「まなぶたSearch」であらゆる種類の資料
を探せるほか、蔵書検索システムや、雑誌記事・新聞記事を探せる専門のデータ ベース等、
資料を探すのに役立つツールを多数提供しています。また、学内にない図書や雑誌につい
ては、他大学図書館から複写物や資料の現物を有料で取り寄せることができます。

学習環境
　閲覧席で学習できるほか、プロジェクター付ホワイトボードがあり、グループでのディスカッション・プレゼンテーションなどができ
るラーニングコモンズや小人数で話し合いながら学習ができるアメニティルーム・グループ学習室があります。また、パソコンがあり
ますので、インターネットでの情報収集、レポート作成などに利用できます。なお、３館で無線LANが利用可能です。

調査・相談・利用者講習会
　資料や情報収集、レポート作成の支援や図書館の利用などについて分からないことがあれば、気軽にカウンターで
お尋ねください。
　図書館の利用法、資料の探し方などの講習会を利用者の要望に応じて随時開催しており、カウンターや図書館HP 
で申込を受付けています。

　　　【連絡先】電話：099-285-3012
Email：gender@kuas.kagoshima-u.ac.jp

附属図書館HP

▲アメニティルーム

▲ラーニングコモンズ

※中央図書館では入退館システムを導入していますので、入退館時には学生証が必要です。必ず携帯してください。

工学部2020年度卒
九州工業大学修士課程　1年

酒井　義史

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
図書館は「知識の泉」や「先人の知恵袋」などと呼ばれ、学問を修める私たちにとって不可欠なものです。
本の貸出はもちろん、所蔵されていない本は選書ツアーや購入希望リクエストを行うことで借りることが
できます。また、ラーニングコモンズやグループ学習室を利用した勉強会等に参加することで、出会いの
場にもなります。学習や読書に疲れたときは、友人とアメニティルームでお茶をしながら一息つくことも
できます。現在はCOVID-19の影響でこれらの施設の利用が制限されていますが、収束した際はぜひ活
用してみて下さい。
　所属していたロボット研究会でもラーニングコモンズでミーティングを行ったり、研究や課題で必要な
本は購入希望リクエストを出して借りたりと、私自身も授業の課題、卒業研究、サークル活動の多岐に渡
り図書館を利用しました。
　ぜひ、図書館を有効活用して有意義な学生生活を送ってください。

　男女共同参画社会とは、「男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、
性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮できる社会」です。
　鹿児島大学は、「鹿児島大学男女共同参画基本理念」に基づき、ワークライフバラン
ス支援、若手や女性が活躍しやすい環境の整備等に取り組んでおり、男女共同参画推
進センターのホームページやNewsletterで紹介しています。また、共通教育科目に男
女共同参画関連の科目も開講しています。男女共同参画に関心を持ち、自分らしく、よ
りよい学生生活を送りましょう。

男女共同参画推進センター
https://www.kagoshima-u.ac.jp/atsuhime/

[開館時間]
月～金 土 日 祝日

中央図書館 通常期 8：30～21：30 10：00～18：00 10：00～18：00 10：00～18：00
休業期 8：30～17：00 休館 休館 休館

桜ヶ丘分館 8：30～21：30 10：00～18：00 10：00～18：00 10：00～18：00

水産学部分館 通常期 8：30～20：00 10：00～17：00 休館 休館
休業期 8：30～17：00 休館 休館 休館

開館日・休館日の詳細は附属図書館ホームページをご確認下さい。

鹿児島大学男女共同参画基本理念
（平成22年1月21日制定）

　鹿児島大学は、大学憲章の精神に則り、教
育・研究機関として男女共同参画のもとに社
会貢献を続けることができる人材を育成・支
援し、個々を尊重するとともに、一人ひとりがあ
らゆる場面において個性と能力を発揮できる
大学を実現します。

「一人ひとりが伸びやかに、
自分らしく輝くために」

保健管理センター
https://hsc.kuas.kagoshima-u.ac.jp/

保健管理センターは何をするところですか？
　高校でいえば保健室ですが、診療所の認可を受けています。主に学
生の皆さんへの定期健康診断の実施とその後の指導、毎日の一般診療、
禁煙相談、こころの健康相談などを行っています。また、新型コロナウ
イルスやインフルエンザなど、感染症対策の中心的役割も担っています。

1

診療時間は決まっていますか？
　内科は、原則月～金で、時間は9時～11時、14時～16時です。
　その他の診療科は、それぞれ曜日、時間が異なりますので、ホームペー
ジの「診療・相談日時」の欄を見てください。

2

こころの健康相談とはどのようなものですか？
　学生生活を送るうえでの悩み等、誰かに聞いてほしいと思ったら相
談にお越しください。医師やカウンセラーがお話を伺います。
　お申し込みは原則、予約制（電話・メール等）となっています。

3

事務局西隣（裏表紙地図参照）
桜ヶ丘キャンパス保健学科東研究棟 1階（桜ヶ丘分室）

医師、保健師等が常時勤務し、皆さんの利用を待っています。

場所

099-285-7385
099-275-6348（桜ヶ丘分室）

電話

学生何でも相談室
学生のみなさん、保護者のみなさん、
学生生活で何か困っていること、
悩んでいることはありませんか？

「誰もが自分らしく学びあう」ことを
サポートいたします。
お気軽にご相談ください。

　学生生活を送る上でのさまざまな問題や悩み、迷いに対する相談窓口
として、「学生何でも相談室」があります。まず、学生生活課職員が対応し、
相談内容に応じて相談員（各学部学生生活委員会委員）や相談室長（理事
（教育担当））、保健管理センター、障害学生支援センターとも連携しなが
ら対応します。
　ひとりで悩むより、よりよい解決策が見つかるかもしれません。
　相談の内容について個人の秘密は守りますので、気軽に利用してくだ
さい。

　大学生活につまづきを感じている学生や障害のある学生からの、修学
に関わる相談に応じます。支援要請に基づき、ひとりひとりのニーズに応
じた支援計画を作成します。教職員や保護者の方の相談も可能です。

https://www.kagoshima-u.ac.jp/education/soudan.html
共通教育棟1号館2階（裏表紙地図参照）場所

障害学生支援センター
https://www.kagoshima-u.ac.jp/syogaku/

共通教育棟1号館2階（修学支援室）場所

相談時間

8時30分～17時（土・日曜日、祝日と年末年始は休み）

soudan@kuas.kagoshima-u.ac.jp

直接相談

「学生何でも相談室」にいつでもお越しください。
必要に応じて、相談員の教員と調整を行います。

〒890-0065　鹿児島市郡元一丁目21-30
鹿児島大学学生部学生生活課「学生何でも相談室」宛

電話での相談

手紙での相談

Eメールでの相談

☎099-285-7311

保健管理センターから
お伝えしたいこと
・タバコの煙は大切な命を奪います。
・“安全でない”セックスは大切な命を奪います。
・薬物（ドラッグ）の不正使用は犯罪です。
・一気飲みはしない、させない。
・‘いじり’も‘いじめ’も被害者にとっては同じです。
・受けた人に被害感があれば、それはハラスメントです。
・定期健康診断を受けましょう。

学
生
何
で
も
相
談
室

相談時間

9時～17時（月曜日～金曜日）

learning-support@gm.kagoshima-u.ac.jp

直接相談

共通教育棟1号館2階修学支援
室に直接お越し下さい。
（状況に応じて遠隔での面談も
実施しています。ご相談ください。）
電話での申込み

Eメールでの申込み

☎099-285-3287
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ボランティア支援センターには、外部からのボランティア募集情報やボランティア関
連の参考書籍などもありますので、興味がある人はいつでもお立ち寄り下さい。セ
ンターの活動と運営をサポートする学生スタッフとボランティア経験のある職員が、
初めての学生でもボランティア活動ができるようサポートします。
また、ボランティア支援センターのHPでは随時ボランティア登録を受け付けていま
す。ボランティア登録をすると、ボランティア情報を直接メールで受け取ることができ、
あなたに合ったボランティア活動を見つけることができます。

グローバルセンター
共通教育棟１号館４・5階（裏表紙地図参照）場所
０９９－２８５－3134電話

キャリア形成支援センター
https://www.kagoshima-u.ac.jp/job/

https://www.gic.kagoshima-u.ac.jp/

共通教育棟1号館1階（裏表紙地図参照）場所

ボランティア支援センター
https://www.kagoshima-u.ac.jp/volunt/

共通教育棟1号館1階（裏表紙地図参照）場所

開室時間 8時30分～17時15分（土・日曜日、祝日と年末年始は休み）

電　　話 099-285-7341・7321

資　　料 求人ファイル、会社四季報、就職関係書籍、鹿大生による就職試験結果報告書、
　　　　　　教員・公務員採用試験過去問題集、就活DVD、日本経済新聞　ほか

開室時間 ９時～16時
　　　　　　※13時～14時は除く（土・日曜日、祝日と年末年始は休み）

電　　話 099-285-3147　（FAX)099-285-3144

E-mail volunt1@kuas.kagoshima-u.ac.jp

学部や学年を問わず、皆さんの
キャリア形成をサポートします！

ひとりひとりにあった
ボランティア活動を
紹介します！

キャリア形成支援センターでの主な支援
●求人情報の提供（全国からの求人：年間約2,000件）　●キャリア・就職相談（毎日：事前予約制）
●キャリア形成支援センターHPから求人情報の検索も可能　●就職活動関係のビデオ、DVDを視聴可能
●就職ガイダンスや各種支援講座、企業セミナー等の開催　●インターンシップ情報提供・相談　●既卒者の支援

グローバルセンタ―は、海外活動に興味のある日本人学生及び
留学生に、必要な教育、指導助言を行っています。

●留学生による母国紹介ポスターセッション(前期)
●留学生サポートデスク
●グローバルランゲージスペース
　[学習交流プラザ２階]
　外国語グループ学習・ランチテーブル(前後期)

留学生と日本人学生の交流活動留学生と日本人学生の交流活動

●P-SEG説明会(4月・10月)

●海外研修報告会（5月・11月）

●派遣留学説明会等(年4回)

●個別留学相談(随時・予約制)

日本人学生向け 海外留学説明会日本人学生向け 海外留学説明会

日本人学生、留学生の皆さん、
ともに学び、話し、遊び、キャンパス
の交流で世界を拡げましょう！

高等教育研究開発センター
共通教育棟1号館5階（裏表紙地図参照）場所
email : ksuisin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
電 話：099-285-8826・3705

連絡先

https://www.kagoshima-u.ac.jp/higheducenter/

大学での学び方と「地域人
材育成プラットフォーム」
に関する質問はこちらへ！

高等教育研究開発センターは、学生の皆さんが大学で学ぶためだけでなく、社会で活躍するための
基礎となる能力をきちんと身に付けるためのカリキュラムや学習支援方法について研究・開発を行っ
ています。また、地域で活躍する人材を育成するための学部横断型教育プログラムである「地域人
材育成プラットフォーム」の運営を担当しています。

教育学部東門

法文学部

共通教育棟
4号館

共通教育棟
3号館

共通教育棟
2号館

稲盛アカデミー
中央図書館

共通教育棟1号館

学習交流プラザ
スタディサポート

ライフサポート

大学会館

理学部

工学部

農学部

中央食堂

教育学部

郡元南食堂
（エデュカ）

第2体育館

保健管理センター

学術情報基盤センター

進取の気風広場

玉利池

植物園

学生サークル会館Ⅰ

学生サークル会館Ⅱ

生協売店
第１体育館

稲盛記念館

●鹿児島大学生活協同組合（鹿大生協）の活用
　鹿大生協は、キャンパスライフの多くの場面で役
立っています。

学食：中央食堂、
郡元南食堂（エ
デュカ）、大学会
館（ガロア）、学
習交流プラザ1
階（フードコー
ナー）
※お得なミールカードを発行して、皆さんの食生活を
サポートしています。
ライフサポート・スタディサポート：書籍、弁当、日用
品などを扱っています。また、旅行や保険なども手配
しています。
http://kyushu.seikyou.ne.jp/ku-coop/

●学生交流スペース
　皆さんが自由に学習し、コミュニケーションを図るた
めのスペースが共通教育棟や稲盛アカデミー、各学部、中
央図書館など随所にあります。
　また、学生を支援するピア・サポートルームが共通教育
棟1号館１階にあります。ぜひご利用ください。

●サークル・課外活動
　約130サークルが、学生サークル会

館を中心に活動しています。
※学生便覧の「⑩課外活動」をご覧ください。

　毎年11月に開催される「鹿大祭」は、

活動の総決算の場で、模擬店、展示、ラ

イブ、講演会などの企画をとおして、学

生だけではなく、卒業生、市民との交流

の機会の場になっています。

●学習交流プラザ
　グループ学習室や飲食しながら
学習ができるラウンジなどがあり，
多様な学習形態に対応した施設と
なっています。
開館時間：8時30分～ 21時
休 館 日：日曜日，祝日，年末年始

●稲盛記念館
　ITコンセントを利用できる席が
あるITプラザやフードコート・レ
ストランがあり、学生・教職員が
日常的に集うことができる施設と
なっています。
開館時間：10時～ 17時
休 館 日：日曜日，祝日，年末年始

学生交流スペース（1号館）

●LOL外国語ラウンジ
　日常的に外国の人々や文化に触れられる場として、
LOL外国語ラウンジが共通教育棟2号館1階にあります。

災害発生時避難場所
稲盛アカデミー棟は玉利池西側
共通教育棟1号館・2号館は進取の気風広場
共通教育棟3号館・4号館は建物南側
第2体育館は体育館入口前方広場

中央食堂

キャンパスウォーク
皆さんがさらに充実した学生生活を送るのに欠かせない施設や活動などを少し紹介します。
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共通教育棟1号館1階（裏表紙地図参照）場所

ボランティア支援センター
https://www.kagoshima-u.ac.jp/volunt/

共通教育棟1号館1階（裏表紙地図参照）場所

開室時間 8時30分～17時15分（土・日曜日、祝日と年末年始は休み）

電　　話 099-285-7341・7321
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　　　　　　教員・公務員採用試験過去問題集、就活DVD、日本経済新聞　ほか

開室時間 ９時～16時
　　　　　　※13時～14時は除く（土・日曜日、祝日と年末年始は休み）

電　　話 099-285-3147　（FAX)099-285-3144

E-mail volunt1@kuas.kagoshima-u.ac.jp
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ひとりひとりにあった
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●就職ガイダンスや各種支援講座、企業セミナー等の開催　●インターンシップ情報提供・相談　●既卒者の支援

グローバルセンタ―は、海外活動に興味のある日本人学生及び
留学生に、必要な教育、指導助言を行っています。

●留学生による母国紹介ポスターセッション(前期)
●留学生サポートデスク
●グローバルランゲージスペース
　[学習交流プラザ２階]
　外国語グループ学習・ランチテーブル(前後期)

留学生と日本人学生の交流活動留学生と日本人学生の交流活動

●P-SEG説明会(4月・10月)

●海外研修報告会（5月・11月）

●派遣留学説明会等(年4回)

●個別留学相談(随時・予約制)

日本人学生向け 海外留学説明会日本人学生向け 海外留学説明会

日本人学生、留学生の皆さん、
ともに学び、話し、遊び、キャンパス
の交流で世界を拡げましょう！
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※学生便覧の「⑩課外活動」をご覧ください。

　毎年11月に開催される「鹿大祭」は、
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イブ、講演会などの企画をとおして、学
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　グループ学習室や飲食しながら
学習ができるラウンジなどがあり，
多様な学習形態に対応した施設と
なっています。
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●稲盛記念館
　ITコンセントを利用できる席が
あるITプラザやフードコート・レ
ストランがあり、学生・教職員が
日常的に集うことができる施設と
なっています。
開館時間：10時～ 17時
休 館 日：日曜日，祝日，年末年始

学生交流スペース（1号館）

●LOL外国語ラウンジ
　日常的に外国の人々や文化に触れられる場として、
LOL外国語ラウンジが共通教育棟2号館1階にあります。

災害発生時避難場所
稲盛アカデミー棟は玉利池西側
共通教育棟1号館・2号館は進取の気風広場
共通教育棟3号館・4号館は建物南側
第2体育館は体育館入口前方広場

中央食堂

キャンパスウォーク
皆さんがさらに充実した学生生活を送るのに欠かせない施設や活動などを少し紹介します。
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農学部

共同獣医学部

事務局

東門

理学部
学術情報基盤センター

大学会館 生協中央食堂

保健管理センター

正門

鹿大正門前

法文学部前

工学部

法文学部
図書館

第2体育館 大学
通り教育学部

学習交流プラザ
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研究室・実験室
331号・実験室
321～325号・実験室
311～314号・実験室

研究室
研究室
431号・432号
421号
研究室・実験室

研究室
211～217号

131号
121号
111号

国際事業課留学生係・グローバルセンター
教務課・高等教育研究開発センター
グローバルセンター・Common Room1～3
132～137号
122～125号・学生何でも相談室・障害学生支援センター（修学支援室）
※下記館内図参照

研究室

A11～A15号
A21～A23号・研究室

共通教育棟３号館

共通教育棟１号館

共通教育棟２号館
稲盛アカデミー

掲示板

共通教育棟４号館

CAMPUS MAP

Kagoshima University Korimoto Campus

ボランティア支援センター
（ピアサポートルーム）

キャリア形成支援センター
（インターンシップ窓口）

学生生活課共通教育課
共通教育係

学生交流
スペース

キャリア形成
支援センター
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刷
室

給
湯
室
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111号講義室

共通教育棟1号館1階
館内図

共
通

掲示板

https://w
w
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.kago

shim
a-u.ac.jp/educenter/

鹿児島交通バス

共通教育棟 3号館 4号館

共通教育棟 1号館

稲盛アカデミー

共通教育棟 2号館

＜アクセス＞

伊敷中前

稲盛記念館


